
14.オープンデータ一覧

項目

No.
項目名 区分 説明 形式 記入例

先進自治体

公開有無
共通語彙基盤 共通語彙基盤での値型

1
都道府県コード又は市区町

村コード

情報の管理主体である地方公共団体の都道府県コード又は市区町村コー

ドを記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共通ルー

ル】を参照。

文字列（半角数字） 011002 無 文書>メタデータ>発行者>ID>識別値 xsd:string

2 NO

情報の管理主体である地方公共団体内でデータが一意に決まるよう、NO

を設定し記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」シートの【共

通ルール】を参照。

文字列（半角数字） 0000022200 無 文書>ID>識別値 xsd:string

3 都道府県名 情報の管理主体である地方公共団体名について、都道府県名を記載。 文字列 北海道 無
文書>メタデータ>発行者{@組織型}>住所>都道

府県（注2）
xsd:string

4 市区町村名
情報の管理主体である地方公共団体名について、市区町村名を記載。都

道府県については記載不要。
文字列 札幌市 無

文書>メタデータ>発行者{@組織型}>住所>市区

町村（注2）
xsd:string

5 データ名称 ◎ データセット名称を記載。 文字列 ○○観光施設等一覧 有 文書>表題 xsd:string

6 データ概要 ○ データの内容について、概要を記載。 文字列
○○の観光施設等を名前順にまとめた一

覧。
有 文書>説明 xsd:string

7 データ形式 ◎ データセットのファイル形式を記載。 文字列（半角英数字） csv 有 文書>記録形式 xsd:string

8 分類 ◎
データの分類を記載。※記載内容について、「データ項目特記事項」シート

の【15.オープンデータ一覧】を参照。
文字列 運輸・観光 有 文書>説明 xsd:string

9 更新頻度 データセットの更新頻度を記載。（注1） 文字列 1年に1回 有 文書>説明 xsd:string

10 URL ○ データセットのHPのURLを記載。 URI http://www.ooo.lg.jp/abc.html 有 文書>参照>参照先 xsd:anyURI

11 API対応有無 ○
API対応の有無を記載。※記載方法について、「データ項目特記事項」

シートの【共通ルール】を参照。
文字列 無 有 文書>記述[API対応有無]>説明（注3） xsd:string

12 ライセンス ライセンスについて記載。 文字列 CC BYに準拠。 無 文書>権利管理>表記 xsd:string

13 登録日
データセットの登録日を記載。※記載方法について、「データ項目特記事

項」シートの【共通ルール】を参照。
日付（YYYY-MM-DD） 2017-02-10 有 文書>日付>標準型日付 xsd:date

14 最終更新日 ◎
データセットの最終更新日を記載。※記載方法について、「データ項目特記

事項」シートの【共通ルール】を参照。
日付（YYYY-MM-DD） 2017-02-11 有 文書>日付>標準型日付 xsd:date

15 備考 特記事項等があれば記載。 文字列 無 文書>説明 xsd:string

データ項目（オープンデータ一覧） 参考情報

1 ページ

http://www.ooo.lg.jp/abc.html


14.オープンデータ一覧

注1：特定の頻度で更新を行うデータセットについて、更新頻度を記載する

        「地域・年齢別人口」等の特定の頻度でデータの公開は行うが、前回公開したデータセットの更新ではなく、

        新規ファイルでの公開となるものについては、更新頻度の項目は記載を行わないこととし、

        備考欄に新規ファイルの公開頻度の記載（例：1年に1回最新の人口の公開を行う）を行う

注2：「発行者」の型を、{}の中に記述した「組織型」に読み替える

注3：記述>種別という項目へ、'API対応有無'と記述することで、当該「記述」が「API対応有無」に関するものであることをデータの中に明記している
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